
ヒューマニズムⅡ
◇災害時チーム医療演習
◇救急災害薬学演習

医療倫理
医療コミュニケーション

○医療専門職連携発展

コミュニケーション
薬事関係法規
医療人のあり方

ヒューマニズムⅠ

○医療専門職連携導入
早期体験学習(銚子学）

（１）人と文化、（２）人の行動と心理

〇人間の心理
〇文学と人生
〇生活と文化
〇人間と芸術
○福祉学
〇生命倫理学
〇世界から見た日本の文化
〇日本の歴史
〇外国の歴史
〇政治の仕組
〇社会の構造
〇経済の仕組
〇生活と法律
〇日本国憲法
〇世界と日本
〇企業情報特論
〇健康の科学
〇スポーツ実技
リスク危機管理論

〇教養特別講義
〇企業等体験実習

機器分析学

放射薬品化学Ⅱ

放射薬品化学Ⅰ
薬品物理化学Ⅱ

薬品分析物理学実習
薬品物理化学Ⅰ
薬品分析学Ⅱ

薬品分析学Ⅰ

（４）薬学の基礎としての物理

物理学実験
物理学Ⅱ

物理学Ⅰ

○薬学英語

○実用英会話Ⅱ
○英文講読Ⅱ

○実用英会話Ⅰ
○英文講読Ⅰ

○英語Ⅱ
○英語Ⅰ

（３）薬学の基礎としての英語

薬剤師として求められる基本的な資質（薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年改訂版）より項目のみ抜粋）
①薬剤師としての心構え、②患者・生活者本位の視点、③コミュニケーション能力、④チーム医療への参画、⑤基礎的な科学力、⑥薬物療法における実践的能力、⑦地域の保健・医療における実践的能力、⑧研究能力、⑨自己研鑽、⑩教育能力

薬学部薬学科ディプロマポリシー ＊「薬剤師として求められる基本的な資質」との関係性を番号で示した。
薬学に関する知識と技術を学び、薬学の立場から危機管理の素養を備え、安全・安心な社会の構築に寄与する態度や思考力を身につけた者に学士（薬学）の学位が授与される。

知識 人文・社会科学の基礎的教養（①）
自然科学の基礎的な知識と応用力（⑤）
薬学に関する専門知識（⑤）

技能 薬学に関する技能（⑤、⑧）、薬学の立場から危機管理の素養を備え安全で有効な薬品の使用を推進する技能（⑤、⑥、⑧）
態度 薬剤師を目指す者として、必要なコミュニケーション能力（③）、薬学・医療に対する使命感や倫理観（①）、次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有し（⑩）、チーム医療や地域住民の健康増進・福祉向上への取り組みに積極的に

参画する態度（④、⑦）、生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲（⑨）
思考力 薬学・医療分野において、患者・生活者本位の視点に立ち（②）、新たな課題を解決する能力（⑧）

千葉科学大学薬学部薬学科・カリキュラムツリー

総合薬学演習

薬
学
専
門
教
育

6
年
次

5
年
次

3
年
次

2
年
次

臨床病態解析学演習

薬学共用試験（OSCE・CBT）

薬
学
準
備
教
育

1
年
次

免疫学Ⅱ

免疫/微生物学実習
分子生物学実習
免疫学Ⅰ
微生物学Ⅱ
分子生物学Ⅱ

微生物学Ⅰ
分子生物学Ⅰ

○代謝異常学

生化学Ⅱ
機能形態学Ⅱ

生化学Ⅰ
機能形態学Ⅰ

（６）薬学の基礎としての生物

生物学実験

○生物学

衛生薬学Ⅳ

衛生薬学実習
衛生薬学Ⅲ

衛生薬学Ⅱ

衛生薬学Ⅰ

（７）薬学の基礎としての数学・統計学
（８）情報リテラシー

○情報処理演習
情報処理入門
基礎数学

4
年
次

基礎科学演習

【備考】

１）図中の「薬学準備教育」内に記された（１）～（９）の項目名は、薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年改訂版）の薬学準備教育ガイドラインを引用している。

２）図中の「薬学専門教育」内に記されたA～Gの項目名は、薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年改訂版）の薬学教育モデル・コアカリキュラムの大項目名である。

３）科目名に付された記号は、○が選択科目を、◇が自由科目であることを示し、無印は必修科目である。

４）「福祉学」と「生命倫理学」は卒業要件に含まれるので、必ず履修しなければならない。

A.基本事項、B.薬学と社会 C.薬学基礎・物理（C1-C2） C.薬学基礎・化学（C3-C5）

C.薬学基礎・生物（C6-C8）

D.衛生薬学 E.医療薬学

薬局実務実習 病院実務実習 （F.薬学臨床）

事前病院・薬局実務実習

薬学入門

卒
業
研
究

（
G
薬
学
研
究
）

基礎・衛生・社会薬学演習

基礎・衛生・社会薬学演習

医薬品化学

薬品合成化学Ⅱ
生薬学Ⅱ

薬用資源学実習
薬品合成化学Ⅰ
生薬学Ⅰ

薬品合成化学実習
天然物化学
薬化学Ⅱ

薬化学Ⅰ

（５）薬学の基礎としての化学

化学実験

化学Ⅱ
化学Ⅰ

医療薬学特別講義
○救急災害薬学
○個別化医療学
○再生移植医療・薬物療法学
病態生理学Ⅱ

医療薬学演習
○フィジカルアセスメント演習
○癌緩和療法
○病態内科学

統計学
医薬品情報・評価学
分子創薬・新薬論

○漢方治療学

○薬局管理学
一般用医薬品学（OTC）
医学概論

臨床生理・診断学
薬物治療学Ⅱ
臨床薬剤学Ⅲ

臨床薬剤学実習
薬物治療学実習
薬物治療学Ⅰ
病態生理学Ⅰ
臨床薬剤学Ⅱ
病態生化学Ⅱ
薬物動態学Ⅲ
薬効薬理学Ⅲ

薬剤学実習
薬理学実習
臨床薬剤学Ⅰ
病態生化学Ⅰ
漢方医薬学総論
薬物動態学Ⅱ
製剤学Ⅱ
薬効薬理学Ⅱ

薬物動態学Ⅰ
製剤学Ⅰ
薬効薬理学Ⅰ

病態生化学実習
基礎薬理学

（９）プレゼンテーション

○報告文作成
○論文作成



◆薬事関係法規
コミュニケーション（◎）
トキシコロジーⅡ

◇トキシコロジーⅠ

（１）人と文化
（２）人の行動と心理

人間の心理
文学と人生
生活と文化
人間と芸術
福祉学
命倫理学
世界から見た日本の文化
日本の歴史
外国の歴史
政治の仕組
社会の構造
経済の仕組
生活と法律
日本国憲法
世界と日本
企業情報特論
健康の科学
スポーツ実技
リスク危機管理論（◎）
教養特別講義
企業等体験実習
銚子学

◇機器分析学

薬品物理化学Ⅱ
◇放射化学

◆薬品分析物理学実習
薬品物理化学Ⅰ

◇薬品分析学Ⅰ

物理学実験
物理学Ⅱ

物理学Ⅰ

実用英会話Ⅱ

実用英会話Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅰ

薬学部生命薬科学科ディプロマポリシー

「学士（生命薬科学）」は、薬学・生命科学に関する専門知識、技能及び問題解決能力を持ち、薬学・生命科学の立場からの危機管理の素養を備え、いのちあるものの幸福を目指し、創薬科学、化粧品科学をはじめとする薬学、生命科学など幅広い
分野で活躍・貢献できる者に授与される。

知識・理解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「学士（生命薬科学）」は、薬学・生命科学に関する専門知識を持ち、創薬科学、化粧品科学をはじめとする薬学、生命科学など幅広い分野で活躍・貢献できる者に授与される。
汎用的技能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「学士（生命薬科学）」は、薬学・生命科学に関する技能及び問題解決能力を持ち、創薬科学、化粧品科学をはじめとする薬学、生命科学など幅広い分野で活躍・貢献できる者に授与される。

態度・志向性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「学士（生命薬科学）」は、薬学・生命科学の立場からの危機管理の素養を備え、いのちあるものの幸福を目指し、創薬科学、化粧品科学をはじめとする薬学、生命科学など幅広い分野で活躍・
貢献できる者に授与される。

総合的な学習経験と創造的思考力・・・・・・・・・・・・・・・「学士（生命薬科学）」は、薬学・生命科学分野において自らが立てた新たな課題を解決する能力を生涯にわたり向上させる努力をする者に授与される。
（自らが立てた新たな課題を解決する能力）

千葉科学大学薬学部生命薬科学科・カリキュラムツリー

薬
学
専
門
教
育

3
年
次

2
年
次

薬
学
準
備
教
育

1
年
次

◇免疫学Ⅱ

◆免疫/微生物学実習
◆分子生物学実習
◇免疫学Ⅰ
◇微生物学Ⅱ
分子生物学Ⅱ

◆微生物学Ⅰ
◇分子生物学Ⅰ

◇生化学Ⅱ

◇生化学Ⅰ
◇機能形態学Ⅰ

生物学実験
生物学Ⅱ

生物学Ⅰ

◇衛生薬学Ⅳ

◆衛生薬学実習
◇衛生薬学Ⅲ

◆衛生薬学Ⅱ

◇衛生薬学Ⅰ

情報処理演習
情報処理入門
基礎数学

生薬学Ⅱ

薬用資源学実習
◇薬品合成化学Ⅰ
生薬学Ⅰ

◇薬品合成化学実習

◇薬化学Ⅰ

化学実験
化学Ⅱ

化学Ⅰ

【備考】

１）図中の「薬学準備教育」内に記された（１）～（９）の項目名は、薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年改訂版）の薬学準備教育ガイドライン（P.91-P.98）を引用している。

２）図中の「薬学専門教育」内に記されたA～G（ただし、Fを除く）の項目名は、薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年改訂版）の薬学教育モデル・コアカリキュラム（P.19～P.90）の大項目名である。

３）科目名の前に付された記号は、食品衛生管理者及び食品衛生監視員に関する必修科目（◆）、選択科目（◇）であることを示す。

４）科目名の後に付された記号は、カリキュラムに関する必修科目（◎）であることを示し、無印は選択科目であることを示す。

A.基本事項
B.薬学と社会

C.薬学基礎
物理（C1-C2）

C.薬学基礎
化学（C3-C5）

C.薬学基礎
生物（C6-C8）

D.衛生薬学 E.医療薬学

薬学入門（◎）

卒業研究（◎） （G.薬学研究）

生命薬科学ゼミナール（銚子学）（◎）

4
年
次

化粧品学応用実習
化粧品製剤学Ⅱ
機能性化粧品
化粧品開発

化粧品企業特論
化粧品製剤学Ⅰ

化粧品学基礎実習
化粧品と皮膚生理
化粧品製剤学入門

化粧品概論（◎）
◇天然物化学

◇機能形態学Ⅱ

化粧品科学専門科目

学科専門科目

(4)薬学の基礎としての物理 (5)薬学の基礎としての化学 (6）薬学の基礎としての生物
（7）薬学の基礎としての数学・統計学
（８）情報リテラシー

分子創薬・新薬論

一般用医薬品実務実習
薬物治療学Ⅱ

薬物治療学実習
薬物治療学Ⅰ

◆統計学
病態生化学Ⅱ

薬剤学実習
薬理学実習

◇病態生化学Ⅰ
薬物動態学Ⅱ

◆医学概論

薬物動態学Ⅰ
薬理学

病態生化学実習

（９）プレゼンテーション

報告文作成
論文作成

薬品の作用メカニズム
一般用医薬品学（OTC）

医薬品化学

創薬科学
◇薬品合成化学Ⅱ
医薬品開発（◎）
製剤学Ⅱ

製剤学Ⅰ

◇薬化学Ⅱ
◇薬品分析化学Ⅱ

地学実験

地学Ⅱ

地学Ⅰ

(3)薬学の基礎としての英語

創薬科学専門科目
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